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１０月１１日からフッ化物洗口が始まります！！ 

全校で水を使ってフッ化物洗口の練習をしました！！ 
  

沼小学校では、１０月１１日（水）から「フッ化物洗口」が始まります。実際にどうやって行うのかを確

認するために９月２７日（水）に水を使っての練習を行いました。学校歯科医の『まりん歯科・小児歯科医

院の中村礼太郎先生』にご来校いただき、全校児童にフッ化物洗口についてのご指導をいただきました。フ

ッ化物洗口をなぜするのか、どう行うのかをみんな、真剣に聞いてくれていました。 

また、中村先生には、１年生が実際に練習している様子を見ていただき、質問に答えていただきました。 

 

＜フッ化物洗口ってなんだろう？＞ 
いつもみんなが「フッ素」と呼んでいるうがいは「フッ化物洗口」といいます。 

北九州市は残念なことに歯がむし歯になっている人がとても多く、全国で１番悪い（ワースト１位）です。 

そのため北九州の小学校全校でむし歯予防のためにフッ化物洗口に取り組むことになりました。 

＜どんな効果があるの？＞ 
① 歯を強くする！ 

歯の表面を強くして、溶けにくい強い歯にします。 

② むし歯になりかけの歯を治す！ 

初期むし歯（むし歯になりかけの歯）を元にもどすのを助けます。 

③ むし歯菌のはたらきを弱くする！ 

むし歯のもとになるバイキンのはたらきを弱くします。 

☆フッ化物洗口には、これらの効果がありますが、ごはんの後の歯みがき・甘いものを食べすぎないことも 

むし歯予防にとても大切です！！ 

 

 

本校のむし歯予防活動の１つであるフッ化物洗口へのご理解をいただきまして、ありがとうございます。

使用する薬剤（ミラノール顆粒 11％）についてお知らせいたします。この薬剤は北九州市より支給されて

いる薬剤であり、北九州市内の小学校全てが同じ薬剤を使用して、むし歯予防に取り組んでいきます。万が

一飲んでしまっても、人体に影響がない量に設定されておりますが、そのような事故が起こらないように、

安全に十分注意して実施していこうと思っております。また、フッ化物洗口を中止または再開する場合は担

任まで連絡帳等でご連絡ください。 

歯の生え変わりがある学童期のむし歯予防は、お子さんの歯の一生に関わります。ぜひご家庭でも食後の

歯みがきやしっかり噛んで食事をする大切さを話題にしていただけたらと思います。 



                

１０月１０日は、『目の愛護デー』です。 

“夜おそくまでゲームやスマートフォンを使っている日がある”という人はいませんか？ゲームやスマ

ートフォンからでる「ブルーライト」とよばれる目に見えない光は、人の目に

対してとても悪いしげきをあたえています。ブルーライトを見続けると、のう

が夜なのに“明るいから朝だ！！”とかんちがいして体に伝えてしまい、夜ね

むれなくなってしまったり、頭が痛くなったりして体調にもえいきょうがで

てしまいます。学校を１日元気にすごすためにも、ゲームやスマートフォンを

使う時間を決めて、早めに目を休ませてあげるようにしましょう！ 

 

 


